
1

令和８年度第１回兵庫県がん診療連携協議会幹事会

「兵庫県がん・生殖医療ネットワーク」の運営現状
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兵庫県 妊孕性温存療法研究促進事業 生殖医療指定医療機関



兵庫県がん・生殖医療ネットワーク設立後の女性における妊孕性温存実施数の推移
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・ 妊孕性温存療法研究促進事業：全国展開（2021年4月から）
・ 妊孕性温存治療費助成事業：対象外の市町あり（2022年4月から、対象外の市町あり）
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小児・AYA世代のがん患者等の妊孕性温存療法研究促進事業都道府県別助成実績
出典：厚生労働省「がん・生殖医療連携ネットワーク事例集」より一部改変

兵庫県

兵庫県の助成実績は6.8％にとどまっており、全国的な傾向と同様に、
妊孕性温存療法の周知や相談体制のさらなる強化が必要と考えられる。



相談体制の強化

１．がん生殖医療ネットワーク担当者のご選任

貴院における窓口としてご担当いただく医師を1名ご選任
ください。診療科は産婦人科に限らず、乳腺外科、血液内科、
小児科など、AYA世代のがん診療に関わる診療科から広くご
検討いただけますと幸いです。院内のAYAサポートチームな
どで活動されている方がおられましたらより適任です。

２．ご連絡先のご提供

選任いただいた担当者の氏名、診療科、メールアドレスを
ご記載のうえ、兵庫県がん診療連携協議会の事務局までメー
ルにてご提出ください。
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今後の課題

➢がん生殖ネットワーク担当者となる先生方との連携を通じて、妊孕性温存治療の
周知・相談体制を強化

➢これまでの凍結実施数の報告に加え、適宜本ネットワークの取り組みを報告し、
必要時に各施設のがん生殖ネットワーク担当者へ協力依頼

➢日本がん・生殖医療学会が実施するミニワークショップを活用し、本ネットワー
クの連携強化

➢各施設におけるがん生殖ネットワーク担当者となる先生や務担当者（AYA診療
チーム、がん生殖支援チーム、血液内科、乳腺外科、がん相談支援センター等）
を対象とした定期的な意見交換会の開催

➢癌治療医、生殖医療医、行政との連携を強化し、地域全体でがん生殖医療を支え

る体制を構築
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